
人の能力には限界があります。しかし、テクノロジーにはは
るかに大きな能力があります。

そのため、テクノロジーこそが、人や組織を目指すべき場
所へと導いていく役割を果たす必要があります。

しかし、テクノロジーが大幅に複雑化したり、あるテクノロ
ジーを使用することが「手動プロセス」と称されるほど時代
遅れになったりしているのであれば、IT環境を見直すタイミ
ングと言えるでしょう。

CIO（最高情報責任者）にとっての朗報は、手動プロ
セスを減らしたり一掃したりできるテクノロジーがすでに存
在していることです。そのテクノロジーは、クラウドの整合
性、シンプルさ、オートメーションを最大化するツールにより
実現します。アズ ア サービス テクノロジーを組み合わせれ
ば、インフラストラクチャ管理作業を信頼できるパートナー
にアウトソーシングし、組織の限られた時間やリソースを拡
張できます。 

自動化され、その時々のニーズに合わせて調整できるイ
ンテリジェントなテクノロジーを実装して、チームの能力を
拡大し、優秀な人材をイノベーションに集中させることが
できます。あらゆる変化がそうであるように、こうした変化を
実現するには、正しい戦略的ビジョンとステークホルダーか
らの積極的な支持が欠かせません。しかし、このような改
革は使い慣れたレガシー システムを入れ替えるタイミング

リソースには限りがありますが、情熱は無限であるべきです。 

が、習慣を変えて新しいスキルを身に
付けるには、通常よりも多くの時間、
サポート、インセンティブが必要であると
回答しています。   

43%

では困難な場合があるため、過程ではなく、成果（サイ
バー攻撃に対する対応の迅速化、工場でのリアルタイム 
データの生成、ソフトウェアがコードを生成できるのと同じく
らい迅速なインフラストラクチャの適応など）に注目するこ
とが重要になります。 

ブレークスルーに関する調査によれば、 

現在の組織において、ITの影響力はこれまで以上に高
まっています。そのため、テクノロジーのレガシー化を防ぎ、
自組織を差別化できる成果を上げられるかどうかは、CIO
の手腕にかかっています。 

この資料では、チームのキャパシティを高め、組織がより戦略
的イニシアティブに集中するための方法を紹介しています。 

インテリジェントなアズ ア サービス テクノロジーで人や組織の能力を高めることが、新たな必須事項に

あらゆる機会に対応できるようにITを拡
張してブレークスルーを実現

リーダー向けガイド
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オートメーションにより動的拡張が可能なテクノロジーを
利用すれば、ユーザーにシームレスにサービスを提供し、
管理の負荷をスタッフからシステムへ効率的にシフトでき
ます。ITのモダナイズでは、データセンター、クラウド、エッジ
にまたがって俊敏さ、シンプルさ、管理性を高める環境作
りが必要になります。このような環境を構築した企業は、
ますます分散化が進む、ハイパーコネクテッドでハイパース
ピードな世界で競争に加わることができます。回答者の
83%は、ビジネスを拡張してあらゆる機会に対応できるよ
うになることを望み、その実現が組織の目標になります。
能力と規模を効果的に向上させるためには、以下を行う
必要があります。
この3つの分野でのアプローチが、ブレークスルー実現
に役立つでしょう。
1. 必要な場所で一貫したクラウド環境を利用できるよ

うにする
2. アズ ア サービスを採用する
3. オートメーションを適用する

CIOはデジタル化のためのアジェンダを
提示します。アジェンダは、現在の状況
から始まり、理想の状況へと導いていく
ものにします。次の3つの疑問に自信を
もって答えることができますか。

Q

マルチクラウド環境を統合していますか。また、マ
ルチクラウド エコシステムの管理を簡単にするため
に、一貫した基準を適用していますか？

インフラストラクチャ管理にチームの多くの時間と労
力を割いていますか？

手作業や手間のかかるタスクを減らすために、必
要な限り広い範囲でオートメーションを導入してい
ますか？
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デル・テクノロジーズが実施した、40か国以上、10,500人の回答者に基づいたブレークスルーに関する調査で、採用の遅れと実
装のギャップが発生する原因が明らかになりました。遅延の原因は複雑で多岐にわたりますが、共通しているのは「人」でした。
CIOは、組織の従業員全員がテクノロジーのもたらすものすべてを受け入れられるように準備する必要があります。  これは簡単
に聞こえるかもしれませんが、多くの従業員にとって難しく気の進まないタスクです。 

自社のデジタル トランスフォーメーション
計画の失敗の多くが人的側面に起因
していると考えている回答者の割合。

自分は習慣に縛られて生きていて、一
定のパターンに従うのが好きだと考えて
いる回答者の割合。習慣を変え、新し
いスキルを身に付けるのに、より多くの
時間、サポート、インセンティブが必要
です。

複雑なテクノロジーや多すぎるソリュー
ション、設定に圧倒されていて、使い
こなせていないと考えている回答者の
割合。

64% 48% 49%
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必要な場所で一貫したク
ラウド環境を利用できるよ
うにする
目標達成のために、プライベート クラウド、パブリック クラウ
ド、オンプレミス インフラストラクチャを組み合わせて使用す
る組織が増えています。それぞれの環境にはそれぞれ異な
るメリットがありますが、運用やデータ管理の点で、各環境
が硬直化した複雑さの原因となる場合もあります。
複雑さを減らす鍵は、複数のクラウド、データセンター、
エッジ環境のクラウド管理体験を統合することです。そのた
めに使用できるのが、クラウド環境が進化してニーズが変
化しても簡単にデータを接続してワークロードを適切な場
所に移行できる、統合化されたツールです。

単一または複数のクラウドへの移行は時間がかかり、成功させるには戦略的アプローチが
必要となります。 

Q

どのワークロードがクラウド環境に適しているかを評価するためのレビューを実施したことはありますか？

クラウドの管理はどの分野でも困難ですが、おそらく最も難しいのはデータ管理でしょう。データを管理し、
クラウド間での運用のサイロ化を避けるために、どのような取り組みをしていますか？

「クラウドは運用モデルで、ワークロードの場所や割り当て
先ではありません。私たちは、あらゆる場所に導入できて
誰でも運用できるクラウド運用環境エコシステムを構築し
ようとしています。企業はパブリック クラウドかプライベート 
クラウドかを選択する必要はなく、両者のメリットを活用で
きます。偶然ではなく、意図的にそうなるようにします。マ
ルチクラウド環境を選択する企業はマルチクラウド環境エ
コシステムも選択することになります。開発者や運用スタッ
フがデジタル イニシアティブを推進するあたってどのくらい役
立つかを基準としてクラウド サービスを選択できます。ま
た、そうする必要があり、それが重要な基準となります。」

デル・テクノロジーズ、 
企業戦略担当シニア バイス プレジデント、Matt Baker

デジタル トランスフォーメーションの 

最大の障壁は
複雑なテクノロジーです。

従業員の体験によれば、 
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革新的な小売業者が拡張性のあるソリューションを構築

Woolworthsは、オーストラリアとニュージーランドで最も革新的な小売業者
の1つです。サポート オフィス、店舗、流通センター全体で24時間365日の
運用を可能にするため、システムの可用性とニア リアルタイムのデータ統合
を必要としていました。同社は多くのパブリック クラウドとプライベート クラウド
向けに統合された管理運用環境を実装し、サイロ化と複雑さを排除しま
した。この戦略は成功し、アプリケーションを拡張して、サプライ チェーン、物
流、ウェアハウス管理、その他の重要な分野で需要の急増に対応できるよ
うになりました。 

アズ ア サービスを採用する 
どのようなテクノロジーも、それ自体ではソリューションになり
ません。そのテクノロジーの入手方法や、ユーザーがどのよ
うに使用するか、ITチームがどのくらい簡単かつ低コストに
管理できるかも考慮する必要があります。 

アズ ア サービス テクノロジー環境を利用する組織は、変
化するニーズにITリソースを簡単に順応させて、新しい機
会を掴むことができます。また、テクノロジーの複雑さとリス
クが減り、環境のシンプルさ、俊敏性、管理性が大幅に
向上します。さらに、必要な場所にアズ ア サービス インフ
ラストラクチャを導入でき、より効果的かつ想定どおりにビ
ジネスを運営し、優先度の高いイノベーションを促進でき
ます。
それを支えるのが、オンデマンド モデルによりニーズに合った
適切なテクノロジーを常に利用できること、そしてITインフラ
ストラクチャ管理の負担を信頼できるパートナーに任せる
ことができるというメリットです。テクノロジーをアズ ア サービ
スとして導入することで、パブリック クラウド環境とオンプレミ
ス環境をまたがった利用も含め、必要なときに必要なテク

ノロジーをいつでも利用できます。また、チームの抱える管
理の負担を緩和または解消し、チームの時間と能力を解
放でき、イノベーションや高い付加価値を持つ業務に集
中できます。
アズ ア サービスのその他のメリットとして、コストとサステナビ
リティーもあります。支払いは使用したテクノロジーに対して
のみで、従来のIT所有(CAPEX)コスト モデルから運用コス
ト(OPEX)コスト モデルへの転換が可能です。OPEXは税
控除の対象になり、実際の収益と損失を計算する際に営
業収入から控除できます。また、「購入、交換」モデルから
脱却することで、ハードウェアの使用がなくなり、廃棄頻度
が大きく低下して電子廃棄物の削減につながります。 

ただし、新しいITパートナーを選ぶ際には注意が必要で
す。最優先すべきなのは、データの透明性が確保される
かどうかです。具体的には、アズ ア サービス環境のすべて
の部分（注文、導入、管理、最適化、拡大など）を統
合したビューに、すばやく簡単にアクセスできる必要があり
ます。

IDCが、デル・テクノロジーズのDell APEXアズ ア サービス ソリューションを利用している17の組織に
聞き取り調査しました。

「私たちは、さらにプランニングやプロジェクトに力を入れられるようになり、事後的に対応するのではなく、
予防的な対処が可能になりました。ユーザーの利用容量を確認し、法的なプロセスや変更について心配

せずに対応できます。対応はとても簡単で、以前は準備に四半期や1年間かける必要が 
ありましたが、今ではわずか数日あるいは数週間で対応できます。」 

「以前と違い、リソースやコストを無駄遣いすることなく、 
必要なだけ使用できるようになりました。」

- 医療機関

- 非営利団体
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GEは、アズ ア サービス モデルを使ってITインフラ
ストラクチャを170か国に拡張し、業務や支出に大
きな影響を及ぼすことなく、ビジネス ユニット全体で
ワークロードを迅速に調整しています。
デル・テクノロジーズのグローバル セールス＆カスタ
マー オペレーション担当プレジデントのBill Scannell
は次のように述べています。「GEなどの多国籍企業
のように事業が多岐にわたる場合、インフラストラク
チャに簡単な変更を加えただけでもドミノ効果が生ま
れ、複雑なグローバル ネットワークに影響が及ぶ可
能性があります。」

フレキシブル コンサンプション モデルを利用すれば、経営陣の優先事項に応え、コストと
時間を節約しながら、レジリエンスを向上させて、イノベーションを実現できます。アズ ア 
サービス オプションの導入を評価する際には、次の点について検討してください。    

Q

アズ ア サービス アプローチにより、データストレージの過剰なプロビジョニングやデータ管理にかかるコストと物理リ
ソースをどのくらい低減できるか検討しましたか？

フレキシブルまたはエラスティック コンサンプション モデルを採用した場合、組織はどのようにレジリエンスを高め、
変化し続ける市場の要求に対応する能力を高めることができますか？  

アズ ア サービス モデルへの投資を増やした最新のIT環境では、組織のイノベーションをどのような方法で促進で
きますか？ 

「オハイオ州で新しいジェット エンジンを製造する場
合も、バンガロールでAIベースの超音波テクノロジー
製品を製造する場合も、当社に必要なのは、世界
が変化するのと同じペースで迅速に変化できる能
力です。」アズ ア サービスにより、「適切なITリソース
を、最も必要とされるタイミングで適切なチームに届
けることができます。」

GE、CIO（最高情報責任者）、Nancy Anderson氏
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オートメーションを適用する
優秀なIT人材を確保するには、ITインフラストラクチャ管理
に伴う、SQL文の作成や実行、日々のバックアップ、VMの
起動といった退屈な作業を自動化する必要があります。
また、技術者でないユーザーが自分でプロセスを自動化で
きるテクノロジーを導入して、優秀なIT人材が担当する優
先度の低い業務を減らせる環境を用意することが重要で
す。  このようなインテリジェントなアップデートを行えば、IT
チームはユーザーに対応できるだけでなく、ビジネスを加速
できる、満足度と価値の高い作業を行うための時間を確
保できます。つまり、運用の負荷を人からシステムへとシフ
トできるのです。

多くの組織は、限られた予算に加え、複雑化するデータ
主導型デジタル組織を運営するという困難な課題、複雑
化によって優秀なIT人材が受ける制約や負担が増す中
で、さらに多くのIT機能を自動化することが求められてい
ます。組織が成功するうえでのIT部門の重要性を考えれ
ば、ITチームの時間を最大限有効活用することを最優先
事項の1つにすべきです。そうしなければ、優秀で情熱のあ
る人材を組織にとどめることは難しくなるでしょう。  

各レベルのユース ケースは多数あります。レベル3以上で
は、現地のITチームに頼らなくても、各デバイスのパフォー
マンスと可用性を確認し、デバイス全体を管理できること
が期待されます。 

テレメトリー データとAIを利用すれば、IT管理環境を簡素
化し、安全性を高めることができます。たとえば、システム
障害を発生前に予測し、必要に応じてシステムに自己修
復を指示できます。また、特定の資産を廃棄したり特定
のパーツを交換したりするタイミングを特定できます。場合

オートメーションなし
手動操作のみで稼働。

条件付きのオートメー
ション
推論に基づいた意思決
定を使用して、インサイ
ト、推奨事項、操作な
どの一般的な成果を達
成。システムは、一部の
例外を除き、ほとんどの
操作を処理できます。

オペレータ支援
スクリプトおよび手動によるIT
アクション。すべてに人の入
力が必要です。

監視付きの自律化
サービス レベル目標を達成
するための操作を自動的に
実行。その結果に合わせた
自動調整が期待されます。
システムは、いくつかの例外
を除き、すべての操作を処
理できます。

部分的なオートメーション
ルールベースの意思決定を使用
して、明確な成果を達成。システ
ムはすべての入力と介入を人に
依存しています。

完全自律化
組織の優先事項に合わせて自
動的に操作を実行。人の介入
の有無にかかわらず、組織の優
先事項に合わせた調整が期待
されます。システムは例外なくす
べての操作を処理できます。

運用の自律化には6つのレベルがあります。

によっては、自己修復で最新のセキュリティ侵害やコンプラ
イアンス要件に対応し、自動的にセキュリティ保護を行う
こともできます。
IT運用を適切に自動化すれば、オープンで拡張性と可用
性のあるソフトウェアデファインド アズ ア サービスを備えた
IT戦略を策定できます。
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あらゆる組織は、自らの目的と望まし
い成果に基づいて、適切なレベルの
オートメーションを特定して実現するこ
とが望ましいでしょう。それでは、適切
なレベルをどのように特定すればよいで
しょうか。

Q

オートメーションの5つのレベルのうち、現在のニーズと組織
の将来に最も合うのはどのオートメーション レベルですか？

自律操作をレベル アップするうえでチームに必要な新しい
スキルは何か、検討したことはありますか？

上位2つの自律操作レベルに移行すると、システムは自
動的に自己調整することが期待されます。文書化されて
いないものも含め、すべてのプロセスを識別して評価でき
る自信はありますか？

ブレークスルーに関する調査によれば、IT社員は退屈でミスが起きやすいタスクをやめて、 
組織にもっと意味のある貢献をしたいと強く思っています。 

反復的でない知的刺激のある仕事を行っていると回答したのは、全回答者の37%に過ぎま
せん。 

69%は、需要の高い新しいスキルやテクノロジーを学び、より戦略的な機会に専念して自分の
役割を高めたいと考えています。 

3/4以上（77%）の回答者は、人為的ミスの減少を望んでいます。

「数年前、ある日本の自動車メーカーと仕事をしていた
とき、私のチームはその会社が自動運転車を開発する
ために1ゼタバイト以上のデータを処理する必要があると
いう結論を出しました。私たちはこの予測には驚きません
でしたが、その大量のデータを保管して管理するために

100,000人のストレージ管理者が必要だという計算結果
には驚きました。ストレージ管理者は100,000人もいませ
ん。いたとしても、ほとんどの企業はその人数を雇うことは
できません。私たちの計算は、オートメーション導入を促
進する必要性を改めて浮き彫りにしたと言えるでしょう。」

デル・テクノロジーズ、グローバル最高セキュリティ責任者、 
John Roese
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単調な業務を自動化して最新のアズ ア サービス システムに投資すれば、ITチームの即応性と生
産性が高まり、組織の収益と能力の向上にさらに貢献できるようになるとともに、変化し続ける世
界に迅速かつ効果的に拡張できるようになるでしょう。 

Dellのブレークスルーに関する調査の回答者は次の点で一致しています。 

回答者の83%は、ますます分散化が進む、ハイパーコネクテッドな現在の世界で、ビジネスを
拡張してあらゆる機会に対応できるようになる可能性があると考えています。 

シンプルでインテリジェント、かつ柔軟なテクノロジーで社員の能力を強化することで、イノベーション
を加速し、生産性と満足度を新たなレベルへと引き上げられます。これが、人とテクノロジーが交わ
る場所でブレークスルーは起こるとDellが信じている理由です。

拡張により新しい機会に対応
（機会を創出）

詳細はdell.com/cioをご覧ください 

ブレークスルーに関する調査の詳細は、dell.com/breakthroughをご覧ください
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